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子宮頸がん検診
乳がん検診

（視触診・超音波検査） （視触診・マンモグラフィ検査）

対 象 者　 ※ １
（韮崎市民の方）

本年度20歳以上の女性 本年度25歳～39歳の女性、
本年度40歳以上の偶数年の女性 本年度41歳以上の奇数年の女性

女性特有のがん検診事業対象者の方は無料クーポン券を使って受診してください。
受 付 期 間 平成24年５月14日（月）～平成24年12月14日（金）
受 診 申 込 保健福祉センター窓口又は総合健診会場
受 診 場 所 指定医療機関 保健福祉センター又は指定医療機関
受 診 期 間 平成25年１月31日（木）まで
持 ち 物 健康保険証、自己負担金

自 己 負 担 金
2,000円 1,000円

ただし、本年度70歳以上は無料。

■
対
象
者

  

左
表
の
と
お
り

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
・
風
し
ん

は
感
染
力
が
強
い
感
染
症
で
す
。

自
分
が
感
染
し
な
い
た
め
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
に
感
染
を
広
げ

な
い
た
め
に
も
、
予
防
接
種
は
有

効
な
手
段
で
す
。

　

今
年
度
対
象
と
な
る
年
齢
の
方

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

麻
し
ん
は
、
毎
年
春
か
ら
初
夏

に
か
け
て
流
行
し
ま
す
の
で
、
対

象
と
な
る
方
で
ま
だ
予
防
接
種
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、
な
る
べ
く

早
く
お
子
さ
ん
の
体
調
の
良
い
時

に
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

な
お
、
予
診
票
を
紛
失
さ
れ
た

方
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
交
付

し
て
い
ま
す
の
で
ご
来
館
く
だ
さ

い
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
女
性
特

有
の
が
ん
検
診
の
受
診
を
促
進
す

る
た
め
、
次
の
年
齢
の
方
【
表

１
】
に
は
、
検
診
の
自
己
負
担
金

を
免
除
し
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に

よ
る
乳
が
ん
検
診
及
び
子
宮
頸
が

ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
と
検
診
手
帳
を
６
月
に
郵

送
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
検

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

該
当
年
齢
の
方
は
、
５
月
14
日

よ
り
開
始
す
る
申
込
み
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
受
診
機

関
に
予
約
の
上
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　

乳
が
ん
は
、
食
生
活
の
欧
米
化

な
ど
に
よ
り
、
年
々
増
加
し
、
一

方
子
宮
頸
が
ん
は
20
代
か
ら
40
代

の
比
較
的
若
い
世
代
で
増
加
し
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
早
期
に
発
見

す
れ
ば
治
療
が
可
能
な
が
ん
で
す

の
で
、
年
に
一
度
の
検
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

　

☎
２
３
ー
４
３
１
０　

区　分 対象者の生年月日等 接種期間 予診票

第１期 満１歳児 １歳以上２歳未満 ２歳になるまでに接種 予防接種手帳を使用

第２期 年長児 平成18年４月２日～
　平成19年４月１日

平成 25年３月 31日までに
接種

平成 24 年４月中旬に郵送し
ています。第３期 中学１年生 平成11年４月２日～

　平成12年４月１日

第４期 高校３年生相当 平成６年４月２日～
　平成７年４月１日

▼麻しん・風しん予防接種対象者

６
月
ま
で
に
！

麻
し
ん
（
は
し
か
）・

風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

早
期
発
見
の
た
め
、

年
に
一
度
は
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
検
診
。

年齢 生　年　月　日 対象検診項目
２０歳 平成３（1991）年４月２日～平成４（1992）年４月１日 子宮頸がん検診
２５歳 昭和61（1986）年４月２日～昭和62（1987）年４月１日 子宮頸がん検診
３０歳 昭和56（1981）年４月２日～昭和57（1982）年４月１日 子宮頸がん検診
３５歳 昭和51（1976）年４月２日～昭和52（1977）年４月１日 子宮頸がん検診
４０歳 昭和46（1971）年４月２日～昭和47（1972）年４月１日 子宮頸がん・乳がん検診
４５歳 昭和41（1966）年４月２日～昭和42（1967）年４月１日 乳がん検診
５０歳 昭和36（1961）年４月２日～昭和37（1962）年４月１日 乳がん検診
５５歳 昭和31（1956）年４月２日～昭和32（1957）年４月１日 乳がん検診
６０歳 昭和26（1951）年４月２日～昭和27（1952）年４月１日 乳がん検診

【表２】※１平成25年3月31日現在の年齢です。

【表１】女性特有のがん検診事業対象者
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要
援
護
者
の
安
否
確
認
等
に
取
り

組
み
、
現
在
も
要
援
護
者
等
の
見

守
り
・
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
並
び
に

主
任
児
童
委
員
は
、
各
地
区
に
配

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
住

い
の
地
区
担
当
の
方
が
不
明
な
場

合
、
お
問
合
せ
下
さ
い
。

※
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
は
、

前
身
で
あ
る
「
済さ
い
せ
い世

顧こ

も

ん問
制

度
」
が
大
正
６
年
５
月
12
日

に
岡
山
県
で
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
由
来
し
て
お
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

　
　

（
内
線
１
８
１
）

　　

毎
年
、
５
月
12
日
は
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
日
」
で
す
。
民

生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
様
々
な
取
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

韮
崎
市
内
で
は
厚
生
労
働
大
臣

よ
り
任
命
さ
れ
た
１
１
１
名
の
方

が
現
在
活
動
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
推
進
・
地
域
住
民

の
相
談
役
・
行
政
な
ど
関
係
機
関

と
の
パ
イ
プ
役
・
高
齢
者
等
の
見

守
り
活
動
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※
相
談
業
務
に
あ
た
る
為
、
特
別

　

地
方
公
務
員
と
い
う
立
場
で
、

　

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り

　

ま
す
。

■
主
任
児
童
委
員

　

韮
崎
市
内
で
は
民
生
委
員
・
児

童
委
員
１
１
１
名
の
中
か
ら
、
厚

生
労
働
大
臣
よ
り
指
名
さ
れ
た
22

名
の
方
が
現
在
活
動
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

児
童
福
祉
の
推
進
・
児
童
虐
待

防
止
・
育
児
相
談
・
教
育
相
談
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、

多
く
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

■
主
要
見
学
場
所

　
　

徳
島
兵
左
衛
門
の
碑
・
円
井

　
　

宿
・
宗
泉
院
・
円
井
池
・
宇

　
　

波
戸
神
社
な
ど

■
定　

員　

35
名

　
　

（
要
申
込
み
。
定
員
に
な
り

　
　

次
第
締
め
切
り
。）

■
参
加
費　

50
円

　
　

（
保
険
料
・
当
日
徴
収
い
た

　
　

し
ま
す
。）

◎
昼
食
等
は
各
自
で
準
備
し
て
く

　

だ
さ
い
。

◎
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
コ
ー
ス

　

と
な
り
ま
す
。

◎
雨
天
中
止

■
受
付
期
間

　
　

５
月
７
日（
月
）〜
24
日（
木
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

中
央
公
民
館

　
　

☎
２
２
ー
１
１
１
５

　

韮
崎
市
公
益
通
報
制
度
は
、
公

益
通
報
者
保
護
法
に
基
づ
き
、
市

職
員
か
ら
の
公
益
通
報
に
関
し
、

通
報
者
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、

市
政
に
お
け
る
違
法
な
事
態
を
防

止
す
る
な
ど
し
て
、
市
政
に
対
す

る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
信
頼
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
透
明
で
公
正

な
市
政
の
運
営
を
行
う
た
め
の
制

度
で
す
。

　

市
で
は
、
公
益
通
報
件
数
を
毎

年
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◎
平
成
23
年
度

　

公
益
通
報
件
数
０
件

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

　
　

（
内
線
３
５
５
）

　

身
近
な
場
所
に
面
白
い
場
所
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

円
野
に
は
徳
島
堰
の
取
水
口
、

つ
ぶ
ら
池
、
宗
泉
院
な
ど
水
や
山

の
伝
承
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
、
歴
史
も
自
然
も
豊

か
な
円
野
を
一
日
ゆ
っ
く
り
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

車
で
走
っ
て

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
歩
く
か
ら
気

が
付
く
小
さ
な
感
動
を
体
験
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

■
日　
　

時　

５
月
26
日（
土
）

■
集
合
時
間　

９
時

■
解
散
時
間　

14
時
30
分
頃

■
集
合
場
所

　
　

午
頭
島
公
園
駐
車
場

●民生委員児童委員行動宣言
１．安心して住み続けることができる地域社会づ

くりに貢献します

２．地域社会での孤立・孤独をなくす運動を提案し

行動します

３．児童虐待や犯罪被害などから子どもを守る取

り組みを進めます

４．多くの福祉課題を抱える生活困難家庭に粘り

強く接し、地域社会とのつなぎ役を務めます

５．日頃の活動を活かし、災害時に要援護者の安否

確認を行います

第
２
投
票
所

変
更
の
お
知
ら
せ

　

次
回
の
選
挙
か
ら
、
第
２

投
票
区
（
対
象
区
域
：
水
神

一
丁
目
、
水
神
二
丁
目
、
本

町
一
丁
目
、
富
士
見
ケ
丘
一

丁
目
、
富
士
見
ケ
丘
二
丁
目
）

の
投
票
所
が
「
に
ら
さ
き
文

化
村
」
か
ら
原
則
と
し
て
「
韮

崎
市
役
所
」
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

　

選
挙
の
際
に
、
各
世
帯
に

お
届
け
す
る
「
投
票
所
入
場

券
」
に
、
投
票
所
を
記
載
い

た
し
ま
す
の
で
、
対
象
区
域

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
ご
確

認
の
う
え
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

（
内
線
３
３
３
）

広
げ
よ
う
！

地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や

り

円
野
の
水
や
山
の

伝
説
を
探
ろ
う

第
１
回
ふ
る
さ
と
歴
史

再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

韮
崎
市

公
益
通
報
件
数
の
公
表
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市
で
は
、
４
月
号
よ
り
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
取

り
組
み
を
、
地
域
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

養
成
研
修
を
す
べ
て
受
講
さ
れ

た
方
に
、「
認
定
証
」
を
お
渡
し

い
た
し
ま
す
。
シ
ニ
ア
健
康
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
地
域
に
お
け

る
介
護
予
防
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
。

い
き
い
き
貯
筋
ク
ラ
ブ
な
ど
に

参
加
し
て
、
健
康
体
操
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
、
参

加
者
と
と
も
に
楽
し
く
健
康
づ
く

り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し

ま
し
ょ
う
。

■
対
象　

趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方

■
定
員　

20
名（
先
着
順
）

■
募
集
期
間　

６
月
15
日（
金
）ま
で

■
申
込電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
窓
口
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
研
修
日
程（
全
４
回
）

◎
１
回
目　

６
月
20
日（
水
）

◎
２
回
目　

７
月
４
日（
水
）

◎
３
回
目　

７
月
18
日（
水
）

◎
４
回
目　

８
月
８
日（
水
）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
　

保
健
課
介
護
支
援
担
当

　
　

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　

☎
２
３
ー
４
３
１
３

　
　
　
　
　
　　

２
３
ー
４
３
１
６

シ
ニ
ア
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー

募
集
の
お
知
ら
せ

■「定住促進住宅」（旧雇用促進住宅）入居者募集　■
　韮崎市は市内にある雇用促進住宅を購入し、市営定住促進住宅として管理・運営を行っています。

　この住宅は従来の市営住宅にあるような入居制限（所得制限等）を緩和し、家賃を抑え、住民の定住

を促進し地域の活性化を図ることを目的とした住宅です。

■入居資格：企業等に就職している者又は60歳以上の者で、市内に定住しようとするものであること
・同居しようとする者がある場合には、その者が親族

（婚姻の届出をしないが事実上婚姻関と同様の事情にある者その他婚姻の予定者を含む。）

・現に住宅を必要とする者で他に入居できる適当な住宅がないものであること

・家賃を支払う能力があると市長が認める者

・暴力団でないこと

・市税等を滞納してない者

■申込に必要な書類
・入居申込書

・入居しようとする者の住民票の写し

・収入を証する書類

・市税等を納付したことを証する書類・連帯

保証人と申込者の印鑑証明書

※その他必要に応じてこれ以外の書類を提

出していただく場合が有り

■入居手続き
・敷金（住宅使用料の２ヶ月分）連帯保証人１名が必要になります。

【連帯保証人の条件】

・県内に住所を有する者又は、入居決定者の２親等までの親族。

・独立の生計を営み、かつ入居決定者と同等以上の収入を有する方

・現に公営住宅に入居してない者

■募集物件の概要
下表のとおり

■お問い合わせ（空き状況・申請書の書き方等）
甲府ビルサービス定住促進住宅管理センター（指定管理者）☎２３ー５５１５

建設課管理担当　☎内線２４６・２４７

物件名 所在地 間取り 家賃 構造
サンコーポラス祖母石団地 下祖母石２０８６番地３ ３DK（53.96㎡） ３７，１００円 鉄筋コンクリート５階建
サンコーポラス龍岡住宅 龍岡町若尾新田４９２番地５ ３DK（53.08㎡） ４３，５００円 鉄筋コンクリート５階建
サンコーポラス藤井住宅 藤井町北下条１４６５番地２ ３DK（53.08㎡） ４３，５００円 鉄筋コンクリート５階建
サンコーポラス栄住宅※ 栄一丁目２番１０号 ２K（28.00㎡） １８，８００円 鉄筋コンクリート４階建

注
※サンコーポラス栄のみ入居
期限が平成 32 年までの定期
賃貸契約となります。

各住宅の共益費は
８００円

■物件の概要一覧表

写真はサンコーポラス龍岡住宅


